
 

山口散策マップ 
山口の史跡紹介・やまぐち再発見 

 山口地区は、縄文・弥生時代にはすでに集落が形成されてお

り、長い歴史を刻んで今日にいたっています。 

 今回、広報やまぐち特別編集号として、山口に残る史跡の紹

介に合わせて、新しい情報を書き加えた「山口散策マップ」を

作成しました。更に広報やまぐちで連載中の「やまぐち再発

見」記事も再掲しました。 

 ”ふるさと”を見直していただく資料としてお使いいただけ

れば幸いです。 

 この地図を携えて”このまち”を歩いていただければ、きっ

と新しい発見に出会えることでしょう。 

  

本泉寺 

 真宗高田派専修寺の末寺として、創建は

1283年、開祖は山田三郎泰親です。本尊は

慈覚大師作の阿弥陀如来です。 

 境内の観音堂には、十一面観世音菩薩立

像と薬師如来像が祭られています。御堂の

天井に描かれた天井絵もみごとです。 

  

山口八幡社 

 

 

 

 

 

 創建は 1223年との記録が残り、神功皇后、田寸津比

売命等が祭神と言われています。境内には、山口稲荷、

山口天神等も祭られています。初詣、茅の輪くぐり、秋

の大祭などに多くのお参りがあります。 

 また、境内から八幡川沿いの桜は、春には満爛の装い

で山口の名所と言えます。 

桜の山口八幡社 

本泉寺 観音堂 



 

御鍬神社 

 大正３年１月 掛下島の一同が災厄と疫病除を願

い、津島神社分身を祭りました。 

 また、大正４年４月に五穀豊穣を祈り、須原神社を

合祀し御鍬神社としました。 

多度神社 

 武田軍に敗れた飯盛山城主鈴木重直の一族が海上に

落ちのび、海上の鈴木姓の祖と言われています。その

鈴木一族が建立したと言われていますが、時期は不明

です。 

五輪塚 

 鎌倉時代に流行した墓標の様式で、森川（松原）下

総守とその家来たちの供養塔と言われています。 

森川公は山口の開墾や灌漑用水を作ることに尽力さ

れ、今でも若宮町から今林町に至る農業用水路に「森

川井（ゆ）」の名前が残っています。 

雪の朝の五輪塚 写真提供（海上の森センター） 

物見山 

 山口を見下ろす標高 312ｍの山嶺です。武田信玄が

物見（斥候※偵察場所）を置いたのでこの地名がつい

たと言われています。山頂にはのろしを上げたとされ

る岩屋石垣が残り、尾張、三河の城が眺望できること

から七城が峰や十城が峰とも呼ばれています。 

雪の朝の物見山眺望 写真提供（海上の森センター） 



 


